
高
橋
虫
麻
呂
伝
説
歌
考

岡

田

喜
 
久
 
男

 
 
 
 
 
 
 
 
嘱

 
高
橋
嵩
物
麻
呂
も
ま
た
万
葉
集
以
外
に
そ
の
存
在
を
示
さ
な
か
っ
た
歌
人
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
注
1
）
・

一
人
で
あ
る
。
佐
々
木
信
綱
氏
が

 
萬
葉
歌
人
の
う
ち
で
、
特
に
す
ぐ
れ
た
個
人
的
特
色
を
有
し
て
、
志
か
も
多

 
く
注
意
せ
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
を
高
橋
贔
麿
と
す
る
。
上
代
の
和
歌
に
対
し

 
て
、
深
遠
な
る
学
殖
と
と
も
に
、
ま
た
卓
抜
の
識
見
を
有
し
た
賀
茂
眞
淵

 
も
、
わ
ず
か
に
「
町
田
史
頑
麿
、
笠
朝
臣
金
村
、
高
橋
連
騒
麿
な
ど
は
、

 
徒
ら
に
古
へ
を
言
ひ
う
つ
せ
し
も
の
な
れ
ば
、
強
き
が
如
く
に
し
て
下
よ
わ

 
し
」
 
（
萬
葉
考
序
）
と
非
難
し
去
っ
た
に
過
ぎ
ぬ

と
言
わ
れ
た
事
は
正
に
至
言
で
あ
っ
た
。
万
葉
集
が
今
日
程
多
く
の
人
々
の
研

究
や
鑑
賞
の
対
象
と
な
っ
た
時
代
は
な
か
っ
た
が
、
研
究
が
進
む
に
つ
れ
て
評

価
が
高
く
な
っ
た
幸
い
な
歌
人
・
高
橋
虫
麻
呂
は
一
般
に
伝
説
歌
人
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
虫
麻
呂
研
究
の
現
段
階
を
通
覧
し
て
み
る
と
、
虫
麻
呂
論
の
幾
つ
か

の
争
点
-
作
品
の
範
囲
、
作
品
成
立
の
時
代
、
家
系
及
び
閲
歴
一
が
結
局
の

所
、
．
彼
の
歌
を
ど
う
理
解
・
評
価
す
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
事
が
分
る
。
勿
論

山
上
憶
良
に
つ
い
て
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
歌
人
に
対
す
る
評
価
が
題
材

の
特
異
さ
ゆ
え
に
高
か
っ
た
時
代
は
す
で
に
過
ぎ
、
そ
の
歌
人
的
資
質
と
社
会

的
和
歌
史
的
存
在
に
目
が
向
け
ら
れ
て
き
て
い
る
。
と
は
言
え
虫
麻
呂
の
場
合

あ
く
ま
で
も
佐
々
木
信
綱
氏
が
「
叙
事
詩
人
高
橋
警
手
」
と
呼
び
、
武
田
祐
吉

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
 
（
注
2
）

氏
が
「
傳
説
を
好
む
民
衆
の
代
表
歌
人
」
「
馬
券
歌
人
」
と
言
わ
れ
た
、
彼
の

「
叙
事
的
表
現
」
を
中
心
と
し
て
論
究
さ
れ
て
い
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
事

で
あ
る
。
所
で
こ
れ
ま
で
の
虫
麻
呂
に
対
す
る
人
々
の
評
価
は
必
ず
し
も
好
意

味
な
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
悪
評
さ
れ
る
事
も
屡
々
で
あ
っ
た
。
土
屋

文
明
氏
は
そ
の
最
右
翼
で
「
万
葉
集
私
注
」
第
九
の
中
で

 
最
麿
歌
集
・
福
麿
歌
集
等
の
作
品
の
記
述
的
な
も
の
も
、
作
品
と
し
て
は
取

 
り
立
て
る
程
の
も
の
で
も
あ
る
ま
い
。

と
総
評
し
、
 
「
浦
鳥
の
歌
」
は
「
貧
弱
」
で
「
無
力
な
る
作
者
轟
麿
の
歌
ふ

所
」
と
言
い
、
「
河
内
大
橋
を
濁
弱
く
娘
子
を
見
る
歌
」
は
「
作
風
の
傍
観
的

で
生
温
い
」
と
、
又
そ
の
反
歌
は
「
散
漫
な
作
と
い
は
ぎ
る
を
得
ま
い
」
と
断

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
注
3
）

定
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
虫
麻
呂
を
極
め
て
高
く
評
価
す
る
犬
養
孝
氏
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

 
彼
に
あ
っ
て
は
、
彼
に
よ
っ
て
思
念
さ
れ
た
現
實
を
作
る
或
は
作
り
あ
げ
る

 
作
家
で
あ
る
。
…
…
描
か
う
と
抽
象
さ
れ
た
世
界
が
ひ
と
た
び
現
出
す
れ
ば

 
彼
は
、
あ
く
ま
で
樹
象
と
の
周
に
距
離
を
お
い
て
あ
た
ふ
か
ぎ
り
冷
静
に
客

 
観
的
に
、
彼
の
思
念
す
る
〃
夢
”
の
美
的
構
築
に
か
か
る
。
そ
の
際
、
彼
の
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持
前
の
豊
潤
な
る
表
現
力
、
リ
ア
ル
に
描
く
う
で
が
ふ
る
は
れ
る
0
徹
底
し

 
た
浪
漫
詩
人
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
の
側
の
み
に
立
っ
て
見
れ
ば
、
今
や
回
錐

 
の
巧
み
な
る
工
人
で
も
あ
る
。

と
言
わ
れ
る
。
私
も
全
く
氏
の
意
見
と
同
じ
で
、
以
下
の
論
も
方
法
は
異
る
け

れ
ど
も
同
様
の
結
論
を
導
く
為
の
も
の
に
他
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
毒
虫

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
注
4
）

麻
呂
の
心
中
を
深
く
推
し
測
っ
て
、
「
虫
麻
呂
は
現
実
と
対
立
し
た
と
き
現
実

か
ら
身
を
ひ
く
、
す
な
わ
ち
願
望
断
念
の
作
家
で
あ
る
」
と
、
或
い
は
「
孤
愁

の
ひ
と
」
、
又
は
「
ひ
と
り
虫
麿
の
み
は
微
官
に
し
て
沈
ま
ず
、
き
わ
め
て
庚

 
 
 
 
 
（
注
5
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」

活
で
あ
っ
た
℃
」
と
論
ず
る
人
が
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
「
虫
麻
呂
像
」
を
否

定
し
よ
う
と
は
思
わ
な
い
が
、
私
に
言
わ
せ
れ
ば
虫
麻
呂
は
詩
歌
の
世
界
で
遊

ぶ
限
り
に
お
い
て
極
め
て
強
い
人
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
コ
伝
説
歌
と
呼

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
が
ひ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ

ば
れ
る
独
自
の
世
界
を
創
り
出
し
、
耀
歌
會
に
あ
つ
で
「
…
…
人
妻
に
、
吾
も

交
は
ら
む
 
あ
が
妻
に
他
も
言
問
へ
…
…
」
と
言
う
虫
麻
呂
は
、
自
ら
を
弱
者

と
自
覚
し
た
り
、
空
想
の
世
界
へ
逃
避
し
よ
う
と
言
う
の
で
は
な
く
、
強
烈
な

自
己
主
張
を
歌
っ
た
歌
人
と
見
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

 
そ
も
そ
も
万
葉
第
三
期
に
特
色
あ
る
個
性
豊
か
な
歌
人
が
輩
出
し
た
背
景
に

は
、
社
会
的
安
定
・
充
実
又
漢
詩
文
の
影
響
や
刺
激
等
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
和

歌
史
的
に
見
れ
ば
、
和
歌
の
文
学
的
な
発
達
が
最
も
大
き
な
原
因
で
あ
る
と
言

え
よ
う
。
和
歌
が
天
皇
及
び
そ
の
周
辺
に
お
い
て
作
ら
れ
る
に
止
ま
ら
ず
、
下

級
官
人
・
僧
・
郎
女
・
娘
子
・
遊
行
女
婦
と
そ
の
享
受
層
を
広
げ
て
行
く
に
つ

、
れ
て
、
歌
の
社
会
的
機
能
も
益
々
多
彩
に
な
っ
て
い
っ
た
。
伝
統
的
な
宮
廷
文

学
と
し
て
の
、
從
駕
の
歌
・
宴
席
の
歌
・
宮
廷
挽
歌
、
私
的
な
親
子
兄
弟
愛
人
間

の
相
聞
歌
・
ま
た
手
紙
に
相
当
す
る
も
の
、
巻
五
の
憶
良
が
試
み
た
歌
を
核
と

し
漢
詩
漢
文
を
持
つ
創
作
詩
な
ど
が
生
れ
育
て
ら
れ
る
と
同
時
に
、
歌
が
個
人

の
生
活
の
中
に
深
く
浸
透
し
、
個
人
ノ
＼
の
所
有
物
と
な
っ
て
い
っ
た
。
万
葉

集
四
千
五
百
喉
首
の
歌
の
背
後
に
は
そ
れ
ζ
そ
無
数
の
歌
が
あ
り
、
そ
の
大
部

分
は
個
人
の
心
を
遣
り
慰
さ
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
屡
々
、
歌
や
歌
人
の
誕
生

の
契
機
を
献
上
の
た
め
で
あ
る
と
か
鎮
魂
の
為
で
あ
る
と
か
説
か
れ
る
が
、
万

葉
第
三
期
の
歌
人
就
申
高
橋
連
虫
麻
呂
を
研
究
し
て
み
る
と
、
．
も
っ
と
歌
自
体

の
魅
力
・
自
立
性
が
、
歌
を
生
み
、
歌
人
を
生
ん
だ
と
言
え
る
よ
う
に
思
う
。

即
ち
、
和
歌
創
作
の
楽
し
さ
、
人
を
感
動
さ
せ
る
事
の
喜
び
、
歌
が
作
者
の
手

を
離
れ
、
自
由
に
味
わ
れ
る
際
の
歌
人
の
喜
び
は
創
作
の
意
欲
を
更
に
お
し
進

め
る
源
動
力
で
あ
っ
た
。
，
虫
麻
呂
は
色
々
な
歌
体
や
長
短
の
長
歌
を
以
て
自
ら

の
想
像
と
意
志
を
高
ら
か
に
歌
う
時
恐
ら
く
最
高
の
喜
び
に
浸
っ
て
い
た
で
あ

ろ
う
。
高
橋
連
虫
麻
呂
、
天
平
前
後
に
歌
を
詠
み
方
々
を
旅
し
た
。
こ
の
あ
ま

り
身
分
の
高
く
な
い
、
平
平
凡
凡
た
る
一
官
吏
の
辿
る
道
、
即
ち
一
生
の
軌
跡

は
彼
自
身
が
一
番
よ
く
知
っ
て
い
た
通
り
、
朝
廷
に
重
き
を
為
す
こ
と
も
、
瀬

踏
を
極
め
た
生
活
を
す
る
希
望
も
な
い
、
ま
る
で
一
本
の
細
い
線
に
す
ぎ
な
か

っ
た
。
彼
の
歌
か
ら
も
充
分
窺
え
る
よ
う
に
、
激
し
い
恋
愛
に
溺
れ
る
で
も
な

く
、
家
庭
に
愛
情
を
注
ぐ
で
も
な
く
、
わ
ず
か
に
藤
原
宇
合
卿
と
の
関
係
を
支

え
に
、
地
方
官
と
し
て
身
を
粉
に
し
て
働
く
虫
麻
呂
が
、
誰
の
指
図
も
受
け
ず

魂
を
宙
に
遊
ば
せ
る
歌
の
世
界
を
得
た
時
、
自
ら
の
中
に
類
の
な
い
歌
才
を
見

出
し
生
き
く
と
歌
い
始
め
た
。
彼
が
真
の
意
味
で
歌
人
で
あ
っ
た
か
ど
う
か

の
論
は
後
に
考
え
る
と
し
て
、
と
に
か
く
彼
の
詠
ん
だ
対
象
の
特
異
さ
は
注
目

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ほ
と
と
ぎ
す

に
価
す
る
。
鶯
の
巣
の
中
に
卵
を
産
み
つ
け
る
窪
公
鳥
の
習
性
を
歌
に
詠
み

（一

ｵ
五
五
）
タ
ブ
ー
の
最
た
る
人
妻
を
愛
の
対
象
と
し
て
歌
う
（
一
七
五
九
）

虫
麻
呂
の
歌
を
当
時
の
都
の
人
達
は
ど
の
よ
う
に
受
取
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
後

に
述
べ
る
が
和
歌
が
筆
墨
の
世
界
を
受
け
も
ち
、
散
文
が
物
語
を
為
す
巻
十
六
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の
よ
う
な
形
式
が
、
或
い
は
短
歌
の
適
当
な
配
列
に
よ
つ
で
歌
物
語
を
形
成
す

る
の
が
流
行
し
た
万
葉
第
三
期
が
、
九
十
三
句
に
及
ぶ
「
浦
島
の
歌
」
 
（
一
七

四
〇
）
七
十
三
句
の
「
菟
原
中
女
の
墓
を
見
る
歌
」
 
（
一
八
〇
九
）
を
ど
の
よ

う
に
享
受
し
得
た
か
。
題
材
の
特
異
さ
と
、
物
語
詩
的
詠
み
方
の
両
面
か
ら
見

て
、
虫
麻
呂
が
公
的
な
和
歌
の
世
界
で
歓
迎
を
受
け
る
余
地
は
極
め
て
少
な
か

っ
た
よ
う
に
思
う
。
彼
は
自
ら
の
独
自
の
歌
境
を
開
く
事
を
為
し
得
た
と
同
時

に
、
、
公
的
な
和
歌
の
世
界
か
ら
退
か
ざ
る
を
得
な
い
運
命
を
選
ん
だ
の
で
あ
っ

た
。
彼
に
興
味
を
持
ち
理
解
を
示
し
た
大
伴
家
持
が
い
な
か
っ
た
ら
、
恐
ら
く

伝
説
歌
人
虫
麻
呂
の
存
在
は
和
歌
史
上
抹
殺
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
は
虫

麻
歌
歌
集
を
見
る
と
一
層
明
か
に
な
る
。
高
橋
連
理
麻
呂
歌
集
は
、
巻
九
に
二

回
そ
の
名
前
が
登
場
す
る
が
、
ど
こ
を
見
て
も
他
の
人
に
下
げ
た
様
子
や
、
伝

説
過
程
で
の
変
化
、
推
敲
の
跡
を
見
出
す
事
が
出
さ
な
い
。
文
字
通
り
私
の
家

集
で
あ
っ
た
。
以
下
高
橋
虫
麻
呂
の
申
心
的
存
在
で
あ
る
伝
説
歌
を
私
な
り
の

見
方
で
検
討
し
な
が
ら
、
彼
の
本
質
論
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

二

 
虫
麻
呂
の
伝
説
歌
に
は
幾
つ
か
の
共
通
す
る
要
因
が
あ
っ
て
」
そ
れ
は
彼
の

歌
人
的
資
質
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
ま
ず
第
一
に
虫
麻
呂
の
歌

の
平
易
性
を
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
中
国
文
学
で
言
え
ば
、
白
楽
天
の
長
恨
歌

や
新
楽
府
の
一
篇
に
通
う
平
易
さ
、
と
言
え
ば
最
も
近
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
菟
原
留
女
の
墓
を
見
る
歌
」
 
（
一
八
〇
九
）
や
「
浦
島
の
歌
」
（
一
七
四
〇
）

）
の
長
大
な
歌
で
あ
っ
て
も
、
滑
ら
か
な
歌
い
ぶ
り
に
い
つ
の
ま
に
か
結
句
に

至
る
。
そ
れ
は
流
麗
で
あ
る
と
か
、
一
気
呵
成
と
か
言
う
の
で
は
な
い
。
ま
さ

に
平
易
の
語
が
最
適
で
あ
る
。
第
二
に
長
歌
に
お
け
る
構
成
力
の
比
類
な
さ
が

高
橋
虫
麻
呂
伝
説
歌
考

感
じ
ら
れ
る
。
長
い
間
日
本
文
学
は
論
理
的
な
構
成
が
弱
い
、
と
言
わ
れ
て
き

た
が
、
古
代
文
学
に
お
い
て
も
物
語
の
展
開
は
論
理
的
な
筋
立
に
あ
る
よ
り
も

直
感
的
な
つ
な
が
り
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
虫
麻
呂
の
伝
説

歌
は
珍
ら
し
く
構
成
が
緊
密
で
自
然
で
あ
る
。
第
三
に
虫
麻
呂
の
長
歌
は
詩
的

な
語
句
の
リ
ズ
ム
以
上
に
、
日
常
語
的
な
発
想
と
リ
ズ
ム
・
会
話
文
が
目
立

つ
。
前
者
は
露
骨
と
思
え
る
調
子
で
洩
ら
す
甚
だ
私
的
口
吻
『
世
の
中
の
愚
人

の
」
や
「
お
そ
や
こ
の
君
」
で
み
り
、
後
者
は
巧
み
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
「
話

し
言
葉
」
で
あ
る
。
以
上
挙
げ
た
三
点
に
つ
い
て
、
即
ち
e
平
易
性
、
⇔
構
成

力
、
日
「
話
し
言
葉
」
の
挿
入
及
び
虫
麻
呂
の
意
見
、
を
虫
麻
呂
の
厳
密
な
意

味
で
の
伝
説
歌
四
篇
「
首
上
史
籍
珠
名
娘
子
一
首
」
．
（
一
七
三
八
）
「
封
水
江

浦
島
子
一
首
」
 
（
一
七
四
〇
）
 
「
詠
勝
賢
聖
間
娘
子
歌
プ
首
」
 
（
一
八
〇
七
）

「
見
菟
原
鉱
女
墓
歌
一
首
」
 
（
一
八
〇
九
）
 
（
本
論
文
中
で
は
夫
々
の
歌
を

「
末
珠
名
の
歌
」
「
浦
島
の
歌
」
「
眞
間
の
娘
子
の
歌
」
「
菟
原
虎
女
の
歌
」

と
略
称
す
る
）
を
通
し
て
考
え
て
行
く
事
に
す
る
。

 
虫
麻
呂
の
歌
が
「
や
さ
し
い
」
と
感
じ
る
の
は
彼
の
語
句
の
平
明
さ
を
意
味

す
る
も
の
で
は
な
い
。
彼
の
語
彙
や
枕
詞
に
新
味
が
溢
れ
て
い
る
の
は
、
題
材

の
特
異
性
か
ら
も
充
分
言
え
る
し
、
修
辞
技
法
に
お
い
て
も
「
枕
詞
＋
地
名
」
、

対
句
の
頻
用
な
ど
他
の
長
歌
作
家
と
同
様
に
技
巧
的
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
虫
麻
呂
の
傳
説
歌
は
、
長
さ
と
ゆ
る
み
が
な
く
平
明
で
あ
る
の
は
何
に
由
来

す
み
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
、
そ
れ
こ
そ
虫
麻
呂
の
言
葉
が
限
定
的
に
用
い
ら

れ
て
い
る
事
に
由
来
す
る
よ
ケ
に
思
う
。
虫
麻
呂
の
用
語
は
、
語
の
持
っ
て
い

る
意
味
の
深
み
、
背
後
に
ひ
き
つ
っ
て
い
る
重
層
的
な
イ
メ
ー
ジ
な
ど
と
は
関

係
な
く
、
又
新
し
い
生
き
く
と
し
た
語
の
用
法
を
目
指
し
た
も
の
で
も
な
い

よ
う
に
思
う
。
む
し
ろ
一
語
ぐ
は
限
定
さ
れ
た
意
味
に
お
い
て
働
さ
を
期
待
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く
び

さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
勝
軍
の
眞
間
の
娘
子
が
「
麻
衣
に
 
青
衿
著
け

 
 
 
を

ひ
た
さ
麻
を
 
裳
に
は
織
り
着
て
 
髪
を
だ
に
 
掻
き
は
硫
ら
ず
 
履
を
だ
に

は穿
か
ず
行
け
ど
も
」
と
歌
わ
れ
る
時
、
私
達
は
娘
子
の
着
る
物
、
状
態
を
丁
寧

に
描
い
て
そ
の
人
物
像
を
思
い
浮
か
べ
る
。
然
し
、
一
語
一
語
は
極
め
て
限
定

的
な
意
味
と
し
て
し
か
働
い
て
い
な
い
し
、
ま
る
で
輪
郭
を
と
っ
た
塗
り
絵
に

指
定
さ
れ
た
色
を
塗
る
作
業
に
似
て
い
る
。
彼
の
伝
説
歌
の
ど
こ
を
取
っ
て
も

流
れ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
一
語
の
前
後
が
、
一
句
の
前
後
が
詩
歌
に

特
徴
的
な
緊
密
さ
を
持
っ
て
結
ば
れ
ず
、
常
に
先
へ
く
と
走
る
よ
う
に
歌
わ

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
す
ぐ
れ
た
詩
歌
の
も
つ
語
句
と
語
句
と
の
緊
張
感
、

そ
こ
か
ら
生
れ
る
新
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
虫
麻
呂
に
見
出
す
事
は
出
来
な
い
と
同

時
に
、
散
文
の
も
つ
意
味
の
伝
達
力
は
長
歌
の
中
に
脈
々
と
流
れ
て
い
る
。
虫

麻
呂
の
長
歌
の
平
易
性
は
達
意
の
文
章
の
そ
れ
で
あ
っ
て
、
以
下
に
述
べ
る
事

と
も
相
星
っ
て
詩
的
で
あ
る
よ
り
も
散
文
的
で
あ
る
事
を
意
味
し
て
い
る
。
本

論
で
は
触
れ
な
い
、
虫
麻
呂
の
「
富
士
の
歌
」
 
（
ご
＝
九
）
を
有
名
な
山
蔀
赤

人
の
「
富
士
山
の
歌
」
 
（
ご
二
七
）
と
比
較
す
れ
ば
こ
の
事
は
一
層
明
か
に
な

る
。
伝
説
歌
の
平
易
性
は
以
上
の
よ
う
な
虫
麻
呂
の
用
語
の
特
性
に
起
因
す
る

と
同
時
に
次
に
述
べ
る
彼
の
構
成
力
の
す
ば
ら
し
さ
に
負
う
所
も
大
き
い
。

 
次
に
伝
説
歌
の
構
成
力
、
筋
の
運
び
方
の
巧
み
さ
に
つ
い
て
考
え
て
み
た

い
。
今
日
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
長
歌
は
、
い
つ
れ
を
み
て
も
、
巧
み
に
構
成

を
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
柿
本
人
麻
呂
の
「
高
市
皇
子
の
挽
歌
」
 
（
一
九
九
）

憶
良
の
「
貧
窮
問
答
歌
」
 
（
八
九
二
）
な
ど
を
み
れ
ば
明
か
で
あ
ろ
う
。
た
だ
，

人
麻
呂
や
憶
良
の
場
合
、
作
者
の
胸
の
申
に
照
れ
る
情
熱
が
長
歌
と
な
り
、
必

然
的
に
そ
の
構
成
を
為
し
た
と
感
じ
ら
れ
る
の
に
反
し
て
、
虫
麻
呂
の
長
歌
は

筋
の
運
び
の
巧
み
さ
に
よ
っ
て
詠
ん
で
い
る
特
徴
が
あ
る
。
伝
説
歌
の
み
な
ら

ず
、
彼
の
唯
一
の
氏
名
明
記
の
歌
「
四
年
壬
申
、
藤
原
宇
合
の
卿
を
西
海
道
の

節
度
使
に
遣
し
し
時
、
高
橋
連
虫
麻
屋
の
作
れ
る
歌
一
首
」
 
（
九
七
一
）
に
も

そ
の
特
徴
は
十
二
分
に
生
か
さ
れ
て
い
て
、
短
い
長
歌
な
が
ら
要
点
を
抜
き
出

し
て
も
実
に
複
雑
な
内
容
が
歌
わ
れ
て
い
る
事
が
分
る
。

 
・
．
・
龍
田
の
山
の
 
露
霜
に
 
色
づ
く
蒔
に
（
何
時
）
・
．
・
旅
行
く
君
は
（
誰

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
か
 
 
つ
か
は

 
が
）
…
筑
紫
に
至
り
（
何
処
で
）
…
伴
の
部
を
班
ち
遣
し
（
ど
ん
な
方
法

 
 
 
 
く
に
か
た

 
で
）
・
ゴ
国
形
を
 
記
し
給
ひ
て
（
何
を
し
て
）
…
春
さ
り
行
か
ば
 
飛
び

 
鳥
の
 
早
く
来
ま
さ
ね
（
ど
う
し
て
欲
し
い
）
…
櫻
花
 
咲
き
な
む
時
に

 
山
た
つ
の
迎
へ
参
工
む
（
私
は
ど
う
し
ょ
う
）

普
通
に
読
め
ば
何
気
な
く
思
う
こ
の
歌
に
、
こ
れ
だ
け
の
内
容
が
若
干
の
修
飾

を
付
け
て
歌
わ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
殆
ん
ど
不
自
然
さ
や
滞
り
を
感

じ
な
い
の
は
虫
麻
呂
の
構
成
力
の
す
ば
ら
し
さ
に
他
な
ら
な
い
。
伝
説
歌
に
お

い
て
は
虫
麻
呂
の
筋
の
運
び
の
巧
み
さ
は
一
層
光
る
。
「
宇
合
を
送
る
歌
」
よ

り
も
更
に
短
い
「
末
の
珠
名
の
歌
」
は
、
内
容
の
豊
か
さ
に
お
い
て
見
事
で
あ

る
。
普
通
、
こ
の
歌
の
「
…
…
末
の
地
名
は
 
士
別
の
 
ゆ
た
け
き
吾
妹
・
腰

 
 
す
が
る

細
の
螺
磁
娘
子
の
…
…
」
と
言
う
古
代
文
学
に
は
稀
有
の
生
き
く
と
し
た
女

体
の
描
写
が
注
意
さ
れ
る
が
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

 
 
玉
樟
の
 
道
行
く
人
は
 
己
が
行
く
 
道
は
行
か
ず
て

｛
さ
し
薬
隣
の
乱
あ
ら
か
じ
め
己
壽
な

 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

罐
篠
舗
纒
鶏
｝

の
字
句
対
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
る
内
容
は
、
美
女
に
弱
い
男
性
の
典
型
が
余
す
平

な
く
歌
わ
れ
て
い
て
む
し
ろ
骨
稽
で
さ
え
あ
る
。
虫
麻
呂
の
歌
は
こ
こ
で
も
や

は
り
散
文
で
綴
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
こ
れ
だ
け
特
異
な
、
具
体
的
な
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歌
な
の
に
想
像
力
を
か
き
た
て
ら
れ
る
事
は
な
い
。
平
板
な
感
じ
の
す
る
こ
の

歌
を
分
析
す
る
と

 
 
 
 
 
 
 
。
 
。
◎
◎
。
 
 
 
。
。
。
。
。
。
◎
。
 
 
 
 
 
 
 
 
。
。
◎

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
隣
の
君

 
…
…
梓
弓
 
末
の
芸
名
は
…
…
玉
桿
の
道
行
く
人
は
…
さ
し
並
ぶ

 
 
。
 
 
か
ほ
よ
 
 
 
 
 
 
 
 
◎
 
。

 
は
…
容
艶
き
に
よ
躯
て
そ
妹
は
…

と
ま
こ
と
に
単
純
に
主
格
の
提
示
に
よ
っ
て
筋
を
展
開
し
て
い
る
。
虫
麻
呂
の

興
味
の
中
心
が
あ
く
ま
で
も
人
物
に
あ
る
事
は
こ
こ
で
も
明
か
に
さ
れ
て
い

る
。

 
次
に
「
浦
島
の
歌
」
に
つ
い
て
み
る
と
、
「
春
の
日
の
 
霞
め
る
時
に
、

す
み
の
え
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
に
し
へ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の
 
事
そ

匡
墨
吉
の
 
岸
に
出
で
み
て
 
釣
船
の
 
乏
を
ら
ふ
見
れ
ば
 
古

思
ほ
ゆ
る
」
ま
で
の
八
句
は
現
在
の
虫
麻
呂
の
位
置
層
示
す
ど
同
時
に
、
春
霞
．

の
中
で
伝
説
を
思
い
出
す
趣
向
が
自
然
に
夢
物
語
の
中
へ
の
導
入
部
と
な
っ
て

い
る
。
す
ぐ
れ
た
作
品
は
、
物
語
で
あ
ろ
う
と
日
記
文
学
で
あ
ろ
う
と
冒
頭
の

部
分
が
大
変
感
銘
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
歌
も
そ
の
資
格
を
備
え
て

い
る
。
次
に
「
水
江
の
 
浦
島
の
子
が
…
…
」
と
伝
説
に
入
る
が
、
こ
の
二
句

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
へ
ど
こ
ろ

は
末
尾
の
三
句
「
水
江
の
 
浦
島
の
子
が
 
家
地
見
ゆ
」
と
呼
応
し
て
い
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く
し
げ

散
文
に
お
け
る
鉤
括
弧
の
役
割
を
果
し
て
い
る
。
以
下
「
…
…
こ
の
筐
 
開

 
 
ゆ
め

く
な
勤
と
 
そ
こ
ら
く
に
 
堅
め
し
言
を
」
ま
で
の
部
分
は
、
浦
島
が
得
意

の
様
子
の
場
面
で
、
海
神
の
女
と
結
婚
し
、
常
世
に
あ
っ
て
不
老
不
死
の
楽
し

い
生
活
を
送
っ
て
い
る
と
、
ふ
と
故
郷
の
父
母
を
想
い
出
し
、
再
び
相
逢
う
約

束
を
籠
め
た
箱
を
持
っ
て
家
に
向
ヶ
と
言
う
筋
で
あ
る
。
た
だ
他
の
「
浦
島
伝

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ほ
こ

説
」
と
違
う
所
は
、
漁
に
出
た
浦
島
が
「
堅
魚
釣
り
、
鯛
釣
り
護
り
」
と
豊
漁

に
喜
ん
で
無
申
に
な
っ
て
い
る
様
に
歌
わ
れ
て
い
て
、
と
に
か
く
虫
麻
呂
は
、

前
半
の
浦
島
の
様
子
を
明
る
く
幸
福
に
満
ち
た
人
物
と
し
て
描
い
て
い
る
。

「
墨
吉
に
 
還
り
埋
り
て
…
…
」
以
下
後
半
部
に
お
い
て
場
面
は
急
激
に
悲
劇

高
橋
虫
麻
呂
伝
説
歌
考

的
な
様
相
を
帯
び
て
く
る
。
こ
の
明
か
ら
暗
へ
の
転
換
・
対
照
的
表
現
及
び

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
い
ま
ろ

 
…
立
ち
走
り
，
叫
び
袖
振
り
 
反
側
び
 
足
ず
り
し
つ
つ
 
た
ち
ま
ち
に

 
こ
こ
ろ
け
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
わ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
ら

 
清
消
失
せ
ぬ
 
若
か
り
し
 
膚
も
雛
み
ぬ
 
黒
か
り
し
 
髪
も
白
け
ぬ

 
 
 
 
 
 
 
い
き

 
ゆ
な
ゆ
な
は
 
気
き
へ
絶
へ
て
 
三
つ
ひ
に
 
命
死
に
け
る

と
、
た
ち
ま
ち
に
死
に
至
る
変
化
の
描
写
は
、
ま
る
で
あ
の
憶
良
の
「
男
子
名

は
古
日
に
恋
ふ
る
歌
」
 
（
九
〇
四
）
の
結
構
及
び
表
現
を
知
っ
て
い
た
か
の
よ

う
で
あ
る
。
と
も
か
く
「
浦
島
の
歌
」
は
伝
説
歌
と
し
て
は
内
容
を
十
分
に
伝

え
て
い
る
点
・
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
で
あ
る
点
・
表
現
の
技
巧
的
な
点
・
次
々
に

筋
を
辿
る
楽
し
さ
を
味
わ
え
る
点
に
お
い
て
第
一
級
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
そ

れ
以
上
に
感
心
さ
せ
ら
れ
る
の
が
虫
麻
呂
の
計
算
し
愉
し
た
語
り
方
で
あ
る
。

 
一
、
亀
の
事
を
詠
み
込
ま
ず
筋
を
す
っ
き
り
さ
せ
て
い
る
。

 
二
、
七
日
、
三
歳
、
な
ど
の
物
語
的
定
数
に
よ
っ
て
強
調
し
て
い
る
。

 
三
、
会
話
や
心
の
中
の
言
葉
で
実
感
を
盛
り
上
げ
て
い
る
。

な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
や
は
り
虫
麻
呂
が
伝
説
を
歌
う
こ
と
に
つ
い

て
正
確
に
判
断
し
構
想
を
錬
っ
て
成
巧
し
た
事
で
あ
っ
た
。

 
「
三
間
の
娘
子
の
歌
」
も
「
浦
島
の
歌
」
と
同
じ
よ
う
に
、
初
句
よ
り
六
籍

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
て
こ
な
 
 
 
 
 
 
お
く
つ
き

目
ま
で
が
現
在
、
「
勝
鹿
の
、
眞
間
の
書
見
名
が
…
…
奥
津
城
に
 
妹
が
臥
せ

る
」
の
部
分
三
十
二
句
が
伝
説
、
以
下
五
句
が
現
在
の
自
分
の
感
想
と
言
う
構

成
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
き
ち
ん
と
し
た
三
部
構
成
の
中
で
虫
麻
呂
は
次
の
よ

う
な
対
句
を
駆
使
し
て
い
る
。

 
 
い
に
し
へ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
を
く
び
つ

｛
今
麓
灘
叢
る
嚢
騨
青
灘
隔
り
鴛

嚢
鷲
蕪
蹴
跨
も
．
履
賜
り
獣
に
欝
戴
く
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し
か
も
、
右
の
対
句
に
よ
っ
て
も
明
か
な
よ
う
に
、
虫
麻
呂
は
伝
説
を
聞
い
た

ま
ま
に
歌
う
の
で
は
な
く
、
彼
な
り
に
デ
ェ
フ
ォ
ル
メ
し
た
よ
う
で
あ
る
。

「
麻
衣
に
 
青
衿
着
け
 
髪
も
椀
ら
ず
 
裸
足
で
歩
く
智
見
名
」
は
あ
く
ま
で

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
っ
き
ご

も
「
錦
綾
の
 
中
に
つ
つ
め
る
 
 
齋
見
」
（
謂
わ
ゆ
る
、
御
蚕
ぐ
る
み
の
娘
）

の
反
対
の
も
の
を
描
く
た
め
の
詞
句
で
あ
っ
て
、
伝
説
自
体
は
山
部
赤
人
の
歌

（
四
三
一
）
に
あ
る
よ
う
に
も
っ
と
単
純
な
飾
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い

な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
東
国
忙
伝
承
さ
れ
た
話
の
中
の
娘
が
、
右
の
よ
う
な
服

装
と
状
態
に
あ
る
の
は
む
し
ろ
当
然
で
あ
っ
た
。
都
人
の
目
で
「
三
見
」
と
比

較
さ
れ
な
い
限
り
右
の
様
子
の
娘
が
貧
し
く
素
朴
な
娘
と
言
い
伝
え
る
筈
は
な

か
っ
た
。

 
「
三
原
虎
女
の
歌
」
に
お
い
て
虫
麻
呂
は
伝
説
歌
に
新
し
い
世
界
を
論
い
、

た
。
こ
の
歌
で
は

 
一
、
冒
頭
か
ら
塵
女
の
名
を
出
し
て
直
接
物
語
り
を
始
め
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
た
お
ひ
 
o
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
ぶ
せ
 
 
o

 
 
 
 
 
 
 
 
 
や
と
せ
ご

 
ご
、
前
般
は
「
…
…
八
年
児
の
 
片
生
の
時
ゆ
…
…
見
て
し
か
と
侶
怯
む
時

 
 
 
 
 
 
 
と
 
 
 
o
 
 
 
 
 
よ
ば
ひ
 
 
 
 
 
 
 
o
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
o

 
 
の
…
…
人
の
誹
ふ
時
…
…
相
結
婚
 
し
け
る
時
は
…
…
競
ひ
し
時
に
」
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

 
 
時
の
流
れ
を
追
っ
て
筋
を
運
び
、
後
半
は
「
…
…
う
ち
嘆
き
 
妹
が
去
ぬ

 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
 
 
 
 
む
 
む

 
 
れ
ば
…
…
追
ひ
行
き
け
れ
ば
…
…
尋
め
行
き
け
れ
ば
…
…
」
と
「
行
く
」

 
 
を
重
ね
て
動
的
な
感
じ
を
出
し
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
つ
ゆ
ふ

 
三
、
全
体
の
構
成
は
「
…
…
菟
原
話
女
の
（
主
人
公
）
…
…
虚
木
綿
の
 
隠

 
 
 
 
。
。
◎
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
ひ
よ
ば

 
 
り
て
を
れ
ば
…
…
血
沼
・
肚
士
・
菟
原
器
士
の
…
…
相
結
婚
ひ
 
し
け
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
o
 
o
 
o
 
◎
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
o
 
o
 
o
 
o

 
 
時
は
…
…
う
ち
嘆
き
 
妹
が
去
ぬ
れ
ば
 
…
取
り
綾
き
 
追
ひ
行
き
け
れ

 
 
◎
 
 
 
 
 
 
 
 
づ
ら
 
 
 
 
 
 
o
 
o
 
o
 
o
◎

 
 
ぱ
：
壕
と
こ
ろ
三
三
め
行
き
け
れ
ば
」
と
、
何
々
し
た
ら
何
々
し
た
ら

 
 
と
言
う
散
文
的
な
読
き
方
で
歌
い
、
極
め
て
論
理
的
で
あ
る
。

 
四
、
歌
の
中
に
虎
女
の
言
葉
や
、
三
原
三
士
の
胸
の
中
を
劇
的
な
高
ま
り
の

 
 
場
面
で
用
い
て
い
る
。

な
ど
の
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
て
、
虫
麻
呂
の
伝
説
歌
の
頂
点
を
為
す
も
の
で

あ
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
歌
の
す
ぐ
れ
て
い
る
事
は
、
田
辺
福
麻
呂
の
「
過
二

部
屋
虚
女
墓
一
時
作
歌
一
首
」
 
（
一
八
〇
一
）
と
比
較
す
れ
ば
一
層
明
か
に
な

る
。
勿
論
福
麻
呂
の
興
味
の
回
心
は
墓
を
見
て
の
感
慨
に
あ
っ
た
か
ら
、
単
純

に
両
歌
を
比
較
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
す
ぐ
れ
た
作
家
的
な
技
術
が
虫
麻

呂
の
歌
に
強
く
感
じ
ら
れ
る
の
は
確
か
で
あ
る
。
こ
の
歌
に
は
大
伴
家
持
も
感

動
し
た
よ
う
で
、
巻
十
九
に
お
い
て
「
追
同
二
虎
女
墓
歌
二
首
」
（
四
二
一
一
）

を
作
っ
て
追
和
し
て
い
る
。
家
持
の
歌
は
さ
す
が
に
福
麻
呂
の
歌
よ
り
具
体

的
で
美
し
く
悲
し
い
伝
説
歌
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
虫
麻
呂
と
比
べ
る

時
に
は
一
歩
譲
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
原
因
と
し
て
は
虫
麻
呂
の
歌
に
あ
っ
て

彼
等
に
な
い
、
構
成
の
緊
密
さ
、
人
物
の
行
動
の
具
体
性
を
挙
げ
る
事
が
出
来

る
。
虫
麻
呂
の
歌
を
見
れ
ば
、
人
麻
呂
の
長
歌
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
激
し
い
感

情
に
ほ
と
ば
し
り
出
る
語
句
の
緊
張
感
と
正
反
対
な
（
勿
論
人
麻
呂
も
そ
う
と

う
の
推
敲
を
し
た
と
は
思
う
が
）
机
上
で
じ
っ
く
り
と
構
え
て
作
ら
れ
た
感
が

し
て
な
ら
な
い
。
小
説
歌
が
筋
を
考
え
、
資
料
を
渉
猟
し
て
筆
を
下
し
た
よ
う

な
読
後
感
を
覚
え
る
。
，
虫
麻
呂
の
伝
説
歌
は
彼
の
夢
想
す
る
世
界
で
発
酵
さ
せ

ら
れ
た
伝
説
が
再
構
成
さ
れ
て
生
れ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

 
最
後
に
虫
麻
呂
の
伝
説
歌
に
お
い
て
最
も
特
徴
的
な
「
批
評
的
言
辞
」
及
び

層
「
話
し
言
葉
の
挿
入
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
私
の
言
う
批
評
的
言
辞
と

は
次
の
詞
句
を
指
し
て
い
る
。

8
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
と
 
 
 
 
 
か
ほ
よ

73
@
人
皆
の
 
斯
く
迷
へ
れ
ば

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
容
艶
き
に
 
よ
り
て
そ
妹
は
 
た
は
れ
て
あ

 
り
け
る
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初
夜
中
に
も
身
は
た
な
知
ら
ず
出
で
て
そ
逢
ひ
け
る

0174

@
老
い
も
せ
ず
死
に
も
せ
ず
し
て
 
永
き
世
に
あ
り
け
る
も
の
を
 
世
の

 
中
の
愚
人
の

一
 
 
と
こ
よ
へ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
る
ぎ
た
ち
 
 
な

74

岦
｢
辺
に
住
む
べ
き
も
の
を
劔
刀
 
己
が
心
か
ら
鈍
や
こ
の
君

7180
@
い
く
ば
く
も
 
生
け
ら
じ
も
の
を
 
何
す
と
か
 
身
を
た
な
知
り
て

こ
の
よ
う
な
作
者
の
批
評
め
い
た
会
話
は
、
歌
が
問
答
を
始
め
と
す
る
口
諦
性

の
強
い
ま
さ
に
言
葉
の
延
長
上
に
あ
る
時
は
あ
ま
り
特
殊
で
は
な
い
が
、
長
歌

の
中
で
効
果
的
に
用
い
出
し
た
の
は
や
は
り
人
麻
呂
を
幡
始
と
す
る
よ
う
で
あ

る
。
例
え
ば
有
名
な
「
近
江
荒
都
を
繋
ぐ
る
時
の
歌
」
 
（
二
九
）
や
「
日
並
皇

 
 
 
あ
ら
き
の
み
や

子
尊
の
殖
 
宮
の
時
の
歌
」
 
（
一
六
七
）
に
「
い
か
さ
ま
に
 
思
ほ
し
め
せ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
ま
か

か
」
と
歌
い
「
吉
備
の
津
の
賢
女
の
噛
死
り
し
時
の
歌
」
 
（
二
一
七
）
で
「
い

か
さ
ま
に
 
思
ひ
を
れ
か
」
な
ど
用
例
は
む
し
ろ
定
形
化
し
て
い
る
。
い
つ
れ

も
挽
歌
的
な
表
現
で
、
個
人
的
な
問
い
で
は
な
く
、
民
衆
の
心
を
代
弁
し
て
い

る
形
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
虫
麻
呂
の
批
評
を
見
る
と
、
伝
説
を
紹
介
す
る

範
囲
を
逸
脱
し
て
、
事
実
に
対
す
る
価
値
判
断
を
行
う
て
い
る
。
特
に
万
葉
集

中
黒
に
例
の
な
い
強
い
語
調
で
「
居
中
の
 
愚
人
の
」
と
「
浦
島
の
子
」
を
決

め
つ
け
る
歌
い
方
に
は
、
む
し
ろ
虫
麻
呂
の
自
歌
に
対
す
る
烈
々
た
る
自
信
が

窺
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
伝
説
歌
の
中
に
自
己
の
意
見
を
強
く
打
ち
出
す
こ
と

は
他
の
人
は
勿
論
行
っ
て
い
な
い
し
、
伝
説
の
正
し
い
扱
い
方
と
も
考
え
ら
れ

な
い
。
伝
説
と
言
う
呑
の
は
、
土
地
に
密
着
し
、
事
実
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
過

去
の
事
件
で
あ
り
、
人
物
の
伝
承
で
あ
る
か
ら
後
代
の
伝
調
者
が
み
だ
り
に
批

判
や
解
釈
を
付
加
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
か
似
た
。
勿
論
、

口
々
に
伝
え
る
時
に
変
化
や
伝
請
者
の
意
識
が
加
わ
る
事
は
あ
る
に
し
て
も
、

高
橋
虫
麻
呂
伝
説
歌
考

記
載
文
学
と
し
て
残
す
場
合
で
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
他
の
歌
人
の
伝
説
に

接
す
る
態
度
は
全
て
「
事
件
に
関
す
る
感
想
」
「
墓
に
対
す
る
感
慨
」
で
あ
っ

た
の
も
、
伝
説
を
改
変
す
る
こ
と
、
批
評
す
こ
と
ば
勿
論
、
歌
に
詠
む
事
さ
え

も
渾
か
ら
れ
る
程
に
、
歴
史
的
真
実
と
し
て
の
伝
説
の
重
み
が
あ
っ
た
の
で
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
注
6
）

な
い
だ
ろ
う
か
。
和
銅
六
年
の
風
土
記
撰
進
の
詔
で
も
「
古
老
夕
冷
旧
聞
異

事
」
を
朝
廷
は
地
方
掌
握
の
為
の
重
要
な
情
報
と
考
え
た
し
、
「
古
語
拾
遺
」

の
中
で
斎
部
広
成
は
「
前
言
鰯
飯
存
し
て
忘
れ
な
か
っ
た
」
の
が
、
大
同
二
年

（
西
暦
八
〇
七
年
）
当
時
に
な
る
と
「
書
契
あ
り
て
よ
り
以
来
、
古
を
談
ず
る

こ
と
を
好
ま
ず
…
…
」
と
嘆
い
て
い
る
所
か
ら
も
、
上
代
に
お
け
る
伝
調
の
重

要
さ
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
口
論
伝
請
が
絶
対
の
も
の
で
あ
っ
た
、
と
は
言
わ

な
い
が
、
伝
説
を
信
じ
よ
う
と
し
、
大
事
に
伝
え
よ
う
と
し
た
古
代
人
の
姿
勢

は
疑
う
事
が
出
来
な
い
。
虫
麻
呂
は
そ
の
応
護
を
彼
自
身
の
独
特
の
方
法
に
よ

っ
て
歌
っ
た
が
、
そ
の
方
法
は
伝
調
に
忠
実
で
あ
ろ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、

そ
れ
か
と
言
っ
て
新
し
い
事
件
に
創
り
変
え
る
こ
と
で
も
な
か
っ
、
た
。
虫
麻
呂

の
批
評
的
な
態
度
を
見
る
限
り
、
虫
麻
呂
の
伝
説
歌
は
彼
の
意
見
を
言
い
た
さ

に
あ
ふ
れ
て
い
て
、
つ
ま
る
所
、
虫
麻
呂
に
と
つ
で
「
伝
説
歌
を
歌
う
こ
と
」

は
「
伝
説
を
歌
う
こ
と
」
と
同
時
に
、
彼
自
身
を
表
現
す
る
こ
と
、
彼
自
身
の

存
在
を
示
す
こ
と
に
他
な
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
 
と
思
わ
せ
る
。
作
者

の
批
評
や
意
見
が
、
作
者
の
発
言
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
次
に
述
べ
る
「
話
し
言

葉
の
挿
入
」
は
登
場
人
物
の
発
言
で
あ
る
。
虫
麻
呂
が
得
意
と
し
た
こ
の
修
辞

は
万
葉
に
お
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
珍
ら
し
い
事
で
は
な
い
。
又
題
詞
な
ど
に
も
誰

か
の
言
葉
が
採
用
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
が
物
語
を
形
成
し
て
い
る
例
は
「
敬
み

て
熊
凝
の
為
に
其
の
志
を
述
ぶ
る
歌
に
和
ふ
る
六
首
」
．
（
八
八
六
）
の
題
詞
に

お
い
て
す
で
に
鼠
落
が
試
み
て
い
る
。
然
し
虫
麻
呂
の
「
話
し
言
葉
の
挿
入
」

（ 129 ）



は
他
の
歌
人
の
場
合
と
は
質
・
量
に
お
い
て
大
い
に
違
っ
て
い
る
。
ま
ず
そ
の

歌
詞
の
部
分
を
列
挙
し
て
み
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
む
 
 
し
ま
し
く

74
@
吾
妹
子
に
 
告
げ
て
語
ら
く
 
須
奥
は
 
家
に
帰
り
て
 
父
母
に
 
事
も

 
か
た
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
o
 
 
o
o
o
o
¢
 
 
 
o
o
o
o

．
告
ら
ひ
 
明
日
の
こ
と
 
わ
れ
は
来
な
む
と
 
言
ひ
け
れ
ば
妹
が
い
へ
ら
く

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く
し
げ

 
常
世
邊
に
 
ま
た
帰
り
来
て
、
今
の
ご
と
 
逢
は
む
と
な
ら
ば
 
こ
の
簾

 
 
 
ゆ
め
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
と

 
開
く
な
勤
と
 
そ
こ
ら
く
に
 
堅
め
し
言
を
（
浦
島
の
歌
）

9
0
。
O
し
っ
た
ま
き

80
@
吾
妹
子
が
 
母
に
語
ら
く
 
倭
文
手
纒
 
賎
し
き
わ
が
ゆ
ゑ
 
大
夫
の

 
争
ふ
見
れ
ば
、
生
け
り
と
も
逢
ふ
べ
く
あ
れ
や
 
し
し
く
し
ろ
黄
泉
に

 
 
 
 
む

 
待
た
む
と
（
菟
原
塵
女
の
歌
）

以
上
は
虫
麻
呂
の
例
で
あ
る
が
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
集
中
の
他
の
長
歌
に
も

会
話
を
詠
み
込
ん
だ
例
は
多
い
。
例
え
ば

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む

脚
…
も
ゆ
る
火
を
 
い
か
に
と
問
へ
ば
…
…
わ
れ
に
語
ら
く
 
何
し
か
も
 
も

 
 
 
と
ぶ
ら
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ね

 
と
な
嗜
ふ
 
聞
け
ば
 
嬰
の
み
し
泣
か
ゆ
 
語
れ
ば
 
心
そ
痛
き
 
天
皇

 
の
 
神
の
御
子
の
 
い
で
ま
し
の
手
火
の
光
そ
 
こ
こ
だ
照
り
た
る
。
．
（
笠

 
朝
臣
金
村
歌
集
に
出
づ
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
つ
さ

鰻
…
い
ざ
寝
よ
と
 
手
を
携
は
り
 
父
母
も
 
上
は
な
下
り
 
三
枝
の
 
中

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

に
を
寝
む
と
 
愛
し
く
 
其
が
語
ら
へ
ば
（
山
上
憶
良
）

3
。
O
O
O
う
っ
く
つ
ま
つ
ま

30
@
里
人
の
 
わ
れ
に
告
ぐ
ら
く
 
汝
が
恋
ふ
る
 
愛
し
夫
は
…
…
夫
は
逢

3
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

 
ひ
き
と
 
入
そ
告
げ
つ
る

な
ど
、
更
に
こ
の
他
に
、
占
の
お
告
げ
、
問
答
な
ど
会
話
や
話
し
言
葉
に
類
す

る
も
の
も
数
多
い
。
こ
れ
等
を
整
理
し
て
み
る
と
形
式
的
に
は
二
つ
あ
り
、
そ

の
一
は
（
九
〇
四
）
番
歌
の
よ
う
に
「
…
…
と
言
う
」
の
形
で
、
仮
に
こ
れ
を

引
用
型
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
と
、
そ
の
二
は
（
三
三
〇
三
）
番
士
の
よ
う
な

「
言
う
…
…
と
言
う
」
の
型
で
、
こ
れ
を
漢
文
訓
読
型
と
呼
ぶ
事
が
出
来
よ
う
。

内
容
的
に
は
、
挽
歌
の
玉
梓
の
使
の
言
葉
、
道
行
く
人
の
伝
言
、
導
入
の
言
葉

な
ど
が
多
く
、
個
人
の
情
を
訴
え
て
い
る
例
は
憶
良
の
作
な
ど
に
僅
か
に
見
出

さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
虫
麻
呂
の
場
合
は
、
型
か
ら
見
る
と
漢
文
訓
読
型
に
属

す
る
も
の
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
形
式
は
宣
命
更
に
は
竹
取
物
語
に
も
見
る
事
が

出
来
る
よ
う
に
散
文
の
定
形
で
あ
っ
て
和
歌
の
世
界
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

事
実
、
他
の
長
歌
に
お
い
て
は
こ
の
用
法
は
う
ま
く
『
使
い
こ
な
さ
れ
て
い
な

い
。
虫
麻
呂
は
こ
の
形
式
で
し
か
も
「
浦
島
の
歌
」
に
お
い
て
の
よ
う
に
二
つ

の
長
文
の
、
い
ず
れ
も
六
句
に
及
ぶ
会
話
を
可
み
に
詠
み
込
ん
で
い
る
。
例
に

あ
げ
た
虫
麻
呂
の
「
話
し
言
葉
」
部
分
は
、
い
ず
れ
も
筋
の
上
で
の
重
要
な
転

換
を
見
せ
て
い
る
所
で
、
そ
の
上
に
主
人
公
の
こ
ま
や
か
な
心
理
を
歌
っ
て
い

る
。
ま
た
三
原
虚
女
の
歌
は
古
代
文
学
に
お
い
て
広
く
見
出
さ
れ
る
「
妻
争

い
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
で
、
万
葉
集
に
お
い
て
も
、
巻
三
の
大
和
三
山
の

歌
（
一
三
）
巻
十
六
の
櫻
児
歌
（
三
七
八
六
・
三
六
八
七
）
や
縷
見
の
歌
（
三

七
八
八
～
三
七
九
〇
）
な
ど
と
主
題
が
同
じ
で
あ
る
。
後
二
者
は
題
詞
に
次
の

よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

 
昔
者
娘
子
あ
り
き
。
字
を
櫻
児
と
日
ふ
。
時
に
二
の
同
士
あ
り
。
…
…
こ
こ

 
 
 
な
 
 
 
 
 
 
む
 
む
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ
と
り

に
娘
子
戯
漱
き
て
曰
は
く
、
古
よ
り
今
に
至
る
ま
で
、
聞
か
ず
、
見
ず
、
 
一

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゆ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
に

の
女
の
身
に
し
て
、
二
つ
の
門
に
適
適
く
と
い
ふ
こ
と
を
。
方
今
飛
雨
の
意
和

き
あ
れ
み
ま
か
あ
ら
そ
 
し

平
び
難
き
も
の
あ
り
。
妾
死
り
て
、
相
害
ふ
こ
と
永
く
息
め
む
．
に
は
如
か
じ

む
 
 
む
 
 
む

と
い
ふ
。
 
（
隠
見
の
歌
の
題
詞
）

あ
る
ひ
と
 
 
 
 
 
 
 
み
た
り
 
 
 
 
 
 
 
 
と
も
 
ひ
と
り
 
 
 
 
つ
ま
ど

 
或
の
曰
は
く
、
昔
三
の
男
あ
り
き
。
同
に
一
の
女
を
嬉
ひ
き
。
娘
子

 
 
 
 
 
む
む
む
 
 
ひ
と
り
 
 
 
 
 
 
 
け
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
た
り

 
嘆
息
き
て
曰
は
く
、
 
一
の
女
の
身
は
滅
易
き
こ
と
露
の
如
し
。
 
三
の
雄

 
 
 
 
に
き
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
む
 
む

 
の
志
は
平
び
難
き
こ
と
石
の
如
し
と
い
ふ
。
 
（
黒
兎
の
歌
の
題
詞
）
 
 
 
r
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七、



娘
の
真
情
を
吐
露
す
る
所
は
、
虫
麻
呂
と
同
じ
内
容
で
あ
る
が
、
右
の
二
つ
の

歌
群
で
は
あ
く
ま
で
も
残
さ
れ
た
男
の
心
情
が
短
歌
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
、
題
詞

で
物
語
の
主
入
公
の
名
や
筋
、
心
情
が
語
ら
れ
て
い
る
。
四
十
六
に
載
せ
ら
れ

て
い
る
歌
の
「
由
縁
」
は
題
詞
や
左
注
に
よ
っ
て
説
か
れ
る
の
が
普
通
で
、
散

文
が
叙
事
、
短
歌
が
野
情
と
言
う
形
を
採
っ
て
い
る
。
話
し
言
葉
の
部
分
も
当

然
散
文
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
例
は
、
憶
良
の
「
畳
み

て
熊
凝
の
為
に
其
の
志
を
述
ぶ
る
歌
に
和
ふ
る
六
首
」
（
八
八
六
～
八
九
一
）
や

三
十
六
の
「
竹
取
の
翁
の
歌
」
 
（
三
七
九
一
）
の
題
詞
に
見
出
す
こ
と
が
出
来

る
。
書
論
的
な
部
分
を
散
文
で
、
器
品
的
な
表
現
を
短
歌
の
主
流
と
し
て
い
た

当
時
、
虫
麻
呂
の
こ
の
行
き
方
は
異
端
で
あ
っ
た
。
虫
麻
呂
以
前
の
長
歌
に
お

け
る
会
話
や
話
し
言
葉
の
目
的
と
し
た
も
の
は
、
単
な
る
場
面
の
強
調
で
あ
っ

た
が
、
虫
麻
呂
は
、
人
物
の
実
在
感
と
生
々
し
い
心
理
の
描
写
を
そ
れ
に
付
け

加
え
た
。
作
者
の
視
点
か
ら
だ
け
の
描
写
が
、
作
中
人
物
の
科
白
に
よ
っ
て
立

体
的
に
な
り
、
人
物
が
生
き
く
と
活
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
や
は
り
虫

麻
呂
の
手
柄
で
あ
っ
た
。
浦
島
伝
説
の
古
伝
承
の
一
つ
で
あ
る
。
逸
文
の
丹
後

風
土
記
の
「
筒
川
の
喚
子
の
話
」
を
見
て
も
、

 
一
、
喚
子
と
女
娘
の
結
婚
の
場
面

 
二
、
喚
子
が
女
娘
に
、
両
親
に
逢
い
に
帰
り
た
い
と
訴
え
る
場
面

 
三
、
筒
川
で
郷
の
人
に
自
分
の
家
を
尋
ね
る
場
面
、
の
い
つ
れ
の
場
合
も
、

会
話
が
用
い
ら
れ
て
感
情
の
た
か
ま
り
を
描
写
し
て
い
る
。
虫
麻
呂
も
二
の
場

面
で
会
話
を
、
三
の
場
面
で
心
の
中
を

 
 
あ
や
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
む
 
む

 
…
甚
し
と
そ
こ
に
思
は
く
 
家
ゆ
出
で
て
 
三
歳
の
間
に
 
垣
も
無
く
 
家

 
ニ
ノ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

 
滅
せ
め
や
と
 
こ
の
箱
を
 
開
き
て
見
て
ぱ
 
も
と
の
如
 
家
は
あ
ら
む
と

高
橋
虫
麻
呂
伝
説
歌
考

と
歌
っ
て
い
る
。

三

 
以
上
、
虫
麻
呂
の
伝
説
歌
を
、
平
易
性
・
構
成
力
・
批
評
意
識
及
び
話
し
言

葉
の
挿
入
、
の
三
点
か
ら
探
っ
て
み
た
の
で
あ
る
が
、
全
て
の
場
合
に
共
通
し

て
言
え
た
事
は
、
虫
麻
呂
の
自
信
に
満
ち
た
詠
歌
態
度
と
散
文
志
向
性
で
あ
っ

た
。
最
初
に
言
っ
た
よ
う
に
虫
麻
呂
の
本
質
に
は
自
ら
の
才
能
を
頼
む
個
と
し

て
の
強
さ
が
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
又
結
果
的
に
か
も
知
れ
な
い
が
、

彼
の
歌
を
形
造
っ
て
い
る
も
の
は
散
文
的
な
要
素
で
あ
っ
て
、
資
質
的
に
天
性

の
和
歌
の
世
界
の
人
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
所
が
、
歌
人
的
評
価
が
高
ま
ら
な

か
っ
た
原
因
で
あ
ろ
う
。
私
は
万
葉
の
歌
人
を
考
え
る
時
、
「
言
葉
で
歌
う
歌

人
」
と
「
言
葉
を
歌
う
」
歌
人
の
グ
ル
ー
プ
を
考
え
る
の
で
あ
る
が
、
虫
麻
呂

は
明
か
に
「
言
葉
で
歌
う
歌
人
」
で
あ
り
、
更
に
「
言
葉
で
語
る
歌
人
」
で
あ

っ
た
と
位
置
づ
け
て
よ
い
だ
ろ
ヶ
と
思
う
。

（
注
1
）
「
和
歌
史
の
研
究
」

（
注
2
）
「
上
代
國
文
学
の
研
究
」
．

（
注
3
）
「
虫
麻
呂
の
心
一
孤
愁
の
ひ
と
一
」
 
（
国
語
と
国
文
学
昭
和
三
十

 
 
 
一
年
十
二
月
号
）
 
 
レ

（
注
4
）
金
一
清
一
氏
「
疎
外
者
の
文
学
1
高
橋
虫
麻
呂
の
浮
情
1
」
（
論

 
 
 
集
上
代
文
学
第
四
冊
所
収
）

（
注
5
）
川
口
常
民
氏
「
虫
麻
呂
の
酔
狂
」
「
萬
葉
歌
人
の
美
学
と
構
造
」
所

 
 
 
収
）

（
注
6
）
続
日
本
紀

（ 131' ）


